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を行った 2018 年は、5 月 30 日から７月 28
日までの 60 日間であった。また、参加チー
ムは約 1,800、参加者数は延べ約 10,000人
であった。 
 ワゾー祭りでは、毎日朝９時から夜 12時
まで途切れることなくチンロンが披露され
続ける。１チームの持ち時間が 30分である
から、１日に 30チームがチンロンを披露す
ることになる。 
 ワゾー祭りの最たる目的は、祭りが始ま
った当初から今も変わらず、マハムニへの
寄付を集めることであった。参加者や観客
から集められた寄付金は、ワゾー祭りの最
終日にマハムニに寄進され、僧院の修繕や
運営費として充てられる。加えて、ワゾー
祭りの特徴として、参加チームは参加料を
支払うことが挙げられるが、この参加料は、
ワゾー祭りの運営費に充てられた後、それ
が余った場合には、マハムニへ寄付される
のである。この仕組みでは、祭りの規模が
大きくなるにつれて寄付額も大きくなると
考えられ、祭りの盛り上がりがチンロン祭
りにおける寄付機能の優劣を左右するとも
考えられる。これに従えば、国内最大規模
のチンロン祭りであるワゾー祭りが、高い
寄付機能を持っていることは想像に難くな
い。 
 参加者にとってワゾー祭りは、単にチン
ロンを蹴って楽しむ場として機能している
だけではない。ワゾー祭りが、全国からチ
ンロン関係者が一堂に会する場であること
から、そこでチンロンを蹴ることは、プレ
イヤーとして特別に力が入るとも考えられ
るし、プレイの内容いかんでは、プレイヤ
ーとしての名声を高めることにも繋がると
考えられる。他方で、参加者に行ったイン
タビューなどから、ワゾー祭りが、古い友
達や新しい友達と近況を報告しあうなどの
交流の場になっていることも明らかとなっ
た。また、近年は外国人プレイヤーの参加
も増加している。この現象の発端となった
のは、前述の映画が公開されたことであり、
これを観てチンロンに興味を持った人々が、
現地を訪れて、実際にチンロンを行うとい
う、一種の参加型スポーツツーリズムが沸
き起こっているのである。 
 ワゾー祭りは最後の１週間に最大の盛り
上がりを見せる。普段は滅多に観ることが
できないような豪華なチームによるパフォ
ーマンスが多く行われるからである。そこ
でトッププレイヤーによるチンロンを見物
することは、観客にとって娯楽としてはも
ちろんのこと、チンロンに対して憧れを抱
く場としても機能しており、チンロンの競
技人口の裾野を広げる装置としても働いて
いると考えられる。加えて、ミャンマー人
である観客が外国人プレイヤーによって行
われるチンロンを観ることは、観客自身に、
ミャンマー人であることと、チンロンがミ
ャンマーのスポーツであることを再確認さ
せることにもなると考えられる。 
 
【第３章】チンロンを取り巻く環境と機能 
 本章では、チンロンを取り巻く組織とし
て、特定のチンロン教室を取り上げ、チン
ロン教室の社会的機能について考察する。
方法としては、コーチと教室参加者である
生徒及びその親に対してインタビュー調査
を行い、加えて、筆者自らも生徒の一員と
なって練習を行いながら観察を行った。 
 対象とする教室は、マンダレー市内に拠
点を置き、現在は 15人ほどの生徒が通って
いる。練習は毎日行われ、午前と午後の２
部構成となっている。土日祝日は特に生徒
が多く、練習場は活気付いている。コーチ
を務める M氏は、チンロンの世界で最も有
名なコーチの一人である。この教室では、
生徒から会費を徴収しておらず、加えて、
明確な組織体制もないため、教室関係者に
よる積極的な運営参加が教室を維持させて
いるとみることができる。 
 この教室では、職業としてのチンロンプ
レイヤーを目指すものも少なくない。プロ
になるとそれなりの収入を得ることができ
るということが理由のひとつに挙げられよ
う。 
 教室ではチンロンの技術だけではなく、
教室内における規範や礼儀も教えられてい
た。生徒間でもその教えが浸透していて、
年上の生徒が年下の生徒に教えてあげると
いった光景も日常的に確認することができ
た。教室には、生徒以外にも、親やこの教
室を拠点にするプレイヤーなどが集まり、
チンロンのプレイを囲んで談笑するなど、
日常的にコミュニケーションを図る場にも
なっていることが示唆された。また、教室
がひとつの単位として働くことで、外部の
教室、あるいはチンロン場と協力関係を構
築する組織としての機能を有しているとも
いえよう。そのように教室がひとつの単位
とみなされる場合においては、教室の関係
者に成員であるという帰属意識が生じてい
るとも示唆された。 
 この教室は、外国人プレイヤーのミャン
マーにおける練習拠点にもなっている。彼
らの中には、この教室で学んだ技術を自国
に持ち帰っては、チンロンの組織を形成し、
そこでチンロンを教えるといった活動をし
ている者もいる。加えて、その様子を
YouTubeや Facebookなどに投稿することで
普及を図っている様子も窺うことができる。
このような、外国人プレイヤーによる活動
は、海外でチンロンを伝承させていくこと
に結びついていると考えられる。また、こ
の教室は、ツアーの企画としてチンロン祭
りを行ったり、外国人入門者を積極的に受
け入れたりすることによって、チンロンを
海外に普及させる役割の一端を担っている
ともいえよう。 
 
【結章】まとめと結語 
 以上のことから、ミャンマーにおけるチ
ンロンの社会的機能について明らかになっ
た点についてまとめる。 
 チンロンは、国民に伝統的なスポーツで
あると認識されている一方で、老若男女が
場所を選ばず行うことができることから大
衆的なスポーツとして親しまれている。ミ
ャンマーでは、チンロンを行うことが健康
に良いと認識されていることから、生涯ス
ポーツとして機能しているといえる。また、
「競い合わない」という特性から、チンロ
ン特有のコミュニティが形成されており、
協調性や尊敬心といった仏教思想に通じる
精神性は、当該社会における人間教育の装
置としても機能していることが示唆された。 
 その一方で、近年、国際大会として行わ
れるチンロンにおいては、ミャンマーが国
家としての国力や威信などを対外的に国際
社会に示すことと同時に、多民族国家であ
ることからも、ミャンマー人であるという
アイデンティティの確認装置としても機能
しているといえよう。 
 また、チンロンを題材にした映画が公開
されたことに加え、SNSや YouTube等の普
及も後押しして、外国人プレイヤーによる
参加型スポーツツーリズムが沸き起こって
いる。すなわち、チンロンがミャンマーを
内外に知らしめるコンテンツとして機能し
ているともいえよう。 
 以上、チンロンには、これまで国内で伝
統的に行われてきた方法による社会的機能
と、近年の国際化という近代化の波の中で
変容しつつある社会的機能という二つの側
面が共存していることが明らかとなった。 
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